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 ももチームさんは、ドキドキしながら迎えた新しい環境。一カ月経ち、ずいぶんと生活に慣れてきたようで

す。しかし、トイレ、食事、着替え等、まだまだ見守りが必要な時期です。丁寧に寄り添いながら、でも、自

分でできることは、自分でしようとする力を付けてほしいので、ゆっくり個々のペースに合わせて、見守って

いきたいと思います。 

 さくらチームさんは、戸外でも、室内でも、数名で集まって一緒に遊んでいる姿をよく見かけます。お友だ

ち同士で「これ面白いよ」「こんなんあった」と見せ合いながら、楽しそうに話しています。もっともっと積

極的になってほしい、さくらさん。これからもいろいろなことに挑戦できる環境を作っていきたいと思ってい

るので、楽しみながら、どんどん取り組んでいって欲しいと思います。 

 ふじチームさんは、一番お兄さんお姉さんになったという気持ちが大きいようで、話を聞くときには背筋を

ピンと伸ばし、返事も「はい！」と大きな声でしてくれます。困っているお友だちには優しく声を掛け、手助

けをしてくれます。今日はどんなことをするのかな？今から何の話をするのかな？とキラキラした瞳からワ

クワク感が伝わってきます。毎日のように「坂道ダッシュしたい」と元気いっぱいのふじさん。これからもみ

んなのいいところをたくさん引き出せるように、また、就学前ということで、あいさつ、話を聞くときの姿勢、

食事のマナー、うがい手洗いなど、基本的な生活習慣をひとつひとつ丁寧に見直しながら過ごしていきたいと

思います。 
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 暖かい日差しの中、汗ばむくらい戸外遊びを楽しんでいる子どもたち。新年度が始まり、あっという間に一

カ月が経ちました。「だんごむし見つけたよ」「こんなにたくさんてんとう虫を捕まえたよ」「お花で色水つくれ

るよ」など、自分たちでやりたい遊びを積極的に楽しむようになり、お友だちとの会話を弾ませています。 

 まだまだ、スタートしたばかりの「新ばら組」。不安なこと、困っていることなど、これからもたくさん出て

くると思います。ひとつひとつ、寄り添い、子どもたちと話し合いながら、「いろいろなことに積極的に挑戦で

きるばら組さん」になれたらいいなあと思っています。 

 

今月の絵本 

・ぴよぴよ ぴっぴっぴー   

・ミミちゃんはどこ？ ・おやすいごよう

です 
今月のうた 

♪ こいのぼり  ♪おかあさん 

♪ しゃぼんだま ♪つばめ 

・保育者に思いや欲求を受け止めてもらい、

安心できる環境の中でのびのびと過ごす 

・遊びや活動を通して友だちと関わり、言葉

で思いを伝え合いながら友だちと一緒に過

ごす楽しさを味わう 

・夏野菜を植え、世話をすることを通して野

菜や食材に興味を持つ 

 

 

・ 

～ ５月のねらい ～   

 

はじまりました！新ばら組さん！ 


